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そ
ろ
ば
ん
日
本
一
の
栄

冠
を
手
に
す
る
に
は
、１
,

５
０
０
点
満
点
獲
得
が
必

須
条
件
で
あ
る
。
昨
年
は

弥
谷
拓
哉
選
手︵
埼
玉
県
︶

と
原
子
弘
務
選
手
︵
埼
玉

県
︶の
一
騎
打
ち
と
な
り
、

弥
谷
選
手
が
日
本
一
に
輝

い
た
。
10
度
の
日
本
一
獲

得
者
、土
屋
宏
明
選
手︵
宮

城
県
︶
は
乗
算
で
痛
恨
の

一
題
ミ
ス
、
そ
の
屈
辱
を

晴
ら
し
に
準
備
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
過
去
に

満
点
を
獲
得
し
た
選
手
た

ち
か
ら
も
目
が
離
せ
な

い
。
１
０
０
位
入
賞
ラ
イ

ン
の
得
点
が
、
ど
こ
ま
で

底
上
げ
に
な
る
の
か
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

有
力
候
補
は
、
昨
年
日

本
一
に
輝
い
た
髙
嶋
優
選

手
︵
千
葉
県
︶と
関
口
喜

な
選
手︵
埼
玉
県
︶。
２
人

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い
に

な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
新

　

新
緑
の
中
、
大
津
市
の

総
本
山
三
井
寺
︵
長
等
山

園
城
寺
︶境
内
に
お
い
て
、

感
謝
祭
法

要
が
施
行

さ
れ
、
工

藤
壽
和
理

事
長
を
は

じ
め
と
し

て
多
数
の

ご
来
賓
、

滋
賀
県
支

部
の
先
生

方
、
そ
ろ

ば
ん
腕
く

で
中
止
が
続
き
、
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
29
日
、
第
45
回
大

津
そ
ろ
ば
ん
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

ら
べ
に
参
加
す
る
県
内
の

小
学
生
、
並
び
に
保
護
者

を
含
め
て
約
１
０
０
名
が

参
列
し
、
日
頃
使
う
そ
ろ

ば
ん
へ
感
謝
の
祈
り
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。

　

法
要
は
、
全
国
珠
算
教

育
連
盟
が
昭
和
50
年
、
日

本
式
そ
ろ
ば
ん
発
祥
の
地

で
あ
る
大
津
に
建
立
し
た

「
大
津
そ
ろ
ば
ん
顕
彰
碑
」

の
前
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

滋
野
敬け
い
せ
ん宣

執
事
ら
の
読

経
の
後
、
子
供
た
ち
が
古

く
な
っ
た
そ
ろ
ば
ん
で
読

上
算
を
し
、
碑
の
前
で
焚

き
上
げ
て
供
養
を
し
ま
し

た
。

　

法
要
後
、
県
内
の
小
学

生
に
よ
る
そ
ろ
ば
ん
腕
く

ら
べ
が
境
内
で
開
催
さ

れ
、
個
人
総
合
競
技
に
て

競
い
合
わ
れ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
に
、
こ
の
祭
り
を

通
じ
て
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
試
し
、
そ
ろ
ば
ん
の

歴
史
も
学
び
、
そ
ろ
ば
ん

の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

星
の
出
現
も
楽
し
み
で
あ

る
。
上
位
10
名
の
小
学
生

優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る
に

は
、
個
人
１
０
０
位
入
賞

は
必
須
条
件
。
一
般
や
中

高
生
に
混
じ
り
、
小
学
生

が
ど
こ
ま
で
活
躍
す
る
の

か
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　

見
応
え
あ
る
種
目
別
競

技
の
先
頭
を
切
っ
て
行
わ

れ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競

技
。
一
算
落
と
し
方
式
で

行
わ
れ
、
実
力
あ
る
選
手

で
も
、
自
己
の
目
標
と
す

る
秒
数
ま
で
正
答
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し

さ
が
あ
る
。
一
題
一
題
に

平
常
心
で
自
信
を
持
っ

て
、
い
か
に
臨
め
る
か
が

カ
ギ
と
な
る
。
昨
年
優
勝

の
斎
藤
俊
選
手︵
愛
知
県
︶

を
筆
頭
に
、
伸
び
盛
り
の

辻
窪
凛
音
選
手
︵
埼
玉

県
︶、
優
勝
経
験
の
あ
る

杵
川
日
向
雅
選
手
︵
三
重

県
︶、
高
倉
佑
一
朗
選
手

︵
千
葉
県
︶、
浅
野
貴
広

選
手
︵
道
央
︶
を
中
心
に

展
開
さ
れ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
る
。

　

読
上
げ
の
競
技
は
、
選

手
ひ
と
り
で
は
上
達
を
成

し
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

上
位
入
賞
を
狙
う
選
手
の

影
に
は
、
何
百
題
・
何
千

題
の
問
題
を
準
備
し
、
読

み
上
げ
た
指
導
者
の
存
在

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
二
人
三
脚
の

努
力
の
成
果
を
発
揮
す
る

場
で
も
あ
る
。
そ
の
背
景

も
想
像
し
な
が
ら
観
戦
す

る
と
感
動
も
倍
増
。
現
段

階
で
は
、
昨
年
の
覇
者
・

久
保
新
選
手
︵
道
央
︶
が

頭
ひ
と
つ
抜
き
出
て
い

る
。た
だ
一
桁
落
と
す
と
、

誰
に
優
勝
が
転
が
る
か
分

か
ら
な
い
。
16
桁
で
競
い

合
う
場
面
を
期
待
し
た

い
。

　

毎
年
優
勝
者
が
変
わ

り
、
多
く
の
実
力
者
に
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
種
目
。
昨

年
の
優
勝
タ
イ
ム
は
36

秒
。
聞
き
取
れ
さ
え
す
れ

ば
、
何
人
も
手
が
挙
が
る

群
雄
割
拠
の
争
い
で
あ

る
。
読
み
手
の
巡
り
合
わ

せ
・
相
性
、
座
席
位
置
等

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
も

た
ら
す
。
冷
静
沈
着
に
五

感
を
フ
ル
回
転
さ
せ
、
15

口
を
足
し
き
る
の
は
ど
の

選
手
な
の
か
注
目
し
た

い
。

　

い
く
ら
個
々
の
力
が

あ
っ
て
も
、
チ
ー
ム
力
が

無
け
れ
ば
勝
ち
進
む
こ
と

は
で
き
な
い
。
教
室
が
異

な
る
選
手
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
都
道
府
県
も
多
く
、

事
前
練
習
が
大
き
く
影
響

す
る
番
狂
わ
せ
の
多
い
種

目
で
あ
る
。
ま
た
、
年
度

に
よ
り
中
学
生
と
小
学
生

の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る

た
め
、
昨
年
の
成
績
は

参
考
に
な
ら
ず
、
優
勝
候

補
の
予
想
が
難
し
い
。
今

年
も
ど
の
チ
ー
ム
が
勝
ち

進
ん
で
い
く
の
か
楽
し
み

で
あ
る
。

　

古
く
か
ら

日
本
人
の
暮

ら
し
に
密
着

し
、
土
地
の

風
土
や
文
化

を
表
す
「
祭

り
」。
全
国
的
に
７
月
７

日
が
七
夕
だ
が
、
自
分
の

住
む
仙
台
で
は
８
月
６
・

７
・
８
日
に
盛
大
に
行
わ

れ
る
。
８
月
に
行
わ
れ
る

の
は
、
お
盆
と
稲
刈
り
で

の
豊
作
の
両
方
を
祈
る
と

い
う
意
味
を
持
つ
の
で
、

新
暦
で
は
時
期
が
合
わ

ず
、
新
暦
と
旧
暦
の
間
の

中
暦
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
仙
台
七
夕
ま
つ
り

の
由
来
は
諸
説
あ
る
よ
う

だ
が
、
江
戸
時
代
に
仙
台

藩
祖
の
伊
達
政
宗
が
か
ざ

り
姫
星
と
彦
星
を
祀
っ

て
、
手
習
い
・
手
芸
の
上

達
や
文
化
向
上
を
願
っ
た

か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
七
夕
飾
り
に
は
、
厄

除
け
や
学
問
の
上
達
・
商

売
繁
盛
・
無
病
息
災
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
願
い
が
込

め
ら
れ
、
短
冊
は
学
問
や

書
、
手
習
い
の
上
達
を
祈

願
す
る
も
の
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
時
期
そ
ろ
ば
ん
の

目
標
を
短
冊
に
書
か
せ
る

先
生
も
多
い
と
思
う
。
自

分
の
教
室
で
は
お
正
月
の

練
習
初
め
に
そ
の
年
の
目

標
を
書
い
て
も
ら
い
教
室

に
張
り
出
し
て
い
る
。
そ

の
目
標
は
、
私
の
話
し
て

い
る
こ
と
や
練
習
内
容
に

傾
倒
し
て
い
る
傾
向
が
み

ら
れ
、
目
標
の
大
き
さ
で

生
徒
の
や
る
気
も
見
え
て

非
常
に
面
白
い
。

　

あ
る
メ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ

ス
ト
の
方
が
書
い
て
い
た

目
標
設
定
の
仕
方
に
、
期

日
を
決
め
て
、
具
体
的
な

内
容
で
、
い
つ
も
見
え
る

と
こ
ろ
に
、
と
あ
っ
た
。

目
標
設
定
は
ど
ん
な
こ
と

に
対
し
て
も
重
要
な
の
だ

ろ
う
。

　

目
標
と
い
え
ば
１
か
月

後
に
迫
っ
た
、
全
日
本
珠

算
選
手
権
大
会
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
い
る
生
徒

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
努
力
を
少
し

で
も
多
く
の
方
々
に
伝
え

る
べ
く
、
我
々
広
報
委
員

も
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い

る
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重

ね
て
い
る
生
徒
た
ち
に
報

い
る
よ
う
、
役
員
一
同
準

備
を
進
め
て
い
る
。

︵
丹
野　

知
行
︶

７月の紙面

２面 珠算連合代表者会議

３面  珠算優秀生徒
大学合格だより

４面  そろばん
ボランティア授業

５面 珠のたより

６面 世界の珠算教育事情

　

全
国
大
会
の
最
高
峰
で
あ
る
全
日
本
珠
算
選
手
権

大
会
が
、
８
月
８
日
（
そ
ろ
ば
ん
の
日
）
に
国
立
京

都
国
際
会
館
に
て
開
催
さ
れ
る
。
全
国
の
珠
の
精
鋭

た
ち
が
一
堂
に
集
い
、
一
心
不
乱
に
挑
む
姿
に
感
動

の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
年
も
各
種
目

に
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
待
っ
て
い
る
の
か
見
逃
せ
な
い
。

令和５年度

開幕迫る!!

第45回第45回
大津そろばん祭り感謝祭法要大津そろばん祭り感謝祭法要

開催される開催される

そ
ろ
ば
ん
日
本
一

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競
技

読
上
暗
算
競
技

読
上
算
競
技

小
学
生
そ
ろ
ば
ん
日
本
一

都
道
府
県
対
抗
競
技

今年も
大会動画を

に公開予定！

見どころ

顕彰碑前で感謝を込めてそろばんのお焚き上げ
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４
月
12
日
、
理
事
・
監

事
及
び
47
支
部
の
代
表
者

の
計
76
名
の
出
席
の
も

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

令
和
４
年
度
「
本
支
部
連

絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
支

部
連
絡
協
議
会
も
今
年
で

３
年
目
を
迎
え
、
対
面
で

の
会
合
と
変
わ
ら
ぬ
ラ
イ

ブ
感
を
大
切
に
、
岡
久
泰

大
副
理
事
長
の
進
行
で
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
た
。

　

工
藤
壽
和
理
事
長
の
挨

拶
に
続
き
、
理
事
長
・
執

行
委
員
長
か
ら
事
業
執
行

報
告
後
、
令
和
５
年
度
事

業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て

の
説
明
と
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
や
情
報
交
換

で
は
、
積
極
的
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
創
立
70
周
年

を
迎
え
る
来
年
度
に
向
け

て
の
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。

　

最
後
に
、
山
戸
克
弘
副

理
事
長
が
閉
会
の
言
葉
を

述
べ
、
正
午
過
ぎ
に
終
了

し
た
。 理

事
・
監
事
選
挙
に
関
す
る
告
示

︵
公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
選
挙
管
理
委
員
会
︶

役
員
選
挙
規
程
第
８
条
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

一
、
選
　
挙
　
日　
　

令
和
５
年
９
月
３
日︵
日
︶

二
、
場
　
　
　
所　
　

京
都
市
南
区
東
九
条
西
山
王
町
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
株
式
会
社
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
」

三
、
定
　
　
　
数　
　

理
事　

15
名︵
全
国
区
７
名
・
地
方
区
８
名
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事　

１
名︵
全
国
区
１
名
︶

四
、
立
候
補
資
格　
　

入
会
後
、
５
年
を
経
た
正
会
員
で
あ
っ
て
、

か
つ
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
︵
た
だ
し
、

役
員
選
挙
規
程
第
14
条
第
４
項
及
び
第
５
項

に
該
当
す
る
者
を
除
く
︶

五
、
立
候
補
受
付　
　

７
月
14
日︵
金
︶か
ら
７
月
28
日︵
金
︶必
着

＊
立
候
補
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は
本
部
事
務
局
「
選
挙
管
理
委
員

会
」
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

記

一
、
日
　
時　

令
和
５
年
９
月
３
日︵
日
︶午
前
11
時

二
、
会
　
場　

京
都
市
南
区
東
九
条
西
山
王
町
１

　
　
　
　
　
　
「
株
式
会
社
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
」

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
０
７
５
︶６
８
１
︲
５
１
６
９

三
、
議
　
題　

決
議
事
項

　
　
　
　
　
　

⑴
令
和
４
年
度
計
算
書
類
︵
貸
借
対

照
表
・
正
味
財
産
増
減
計
算
書
︶

及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目

録
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　

⑵
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
の
件

　
　
　
　
　
　

⑶
名
誉
会
長
・
顧
問
・
参
与
推
戴
の
件

　
　
　
　
　
　

⑷
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　

⑸
理
事
・
監
事
選
任
の
件

　
　
　
　
　
　

報
告
事
項

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
事
業
及
び
附
属
明
細
書

報
告
の
件

四
、
構
成
員　

定
款
第
６
条
に
定
め
る
社
員

　
　
　
　
　
　

出
席
で
き
な
い
社
員
は
他
の
社
員
を

代
理
人
と
し
て
議
決
権
の
行
使
を
委

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
正
会
員

正
会
員
は
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

令
和
５
年
度
定
時
社
員
総
会
を
左
記
に
よ
っ
て

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
ご
案
内
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
７
月
１
日

　
　
　
　

公
益
社
団
法
人　

全
国
珠
算
教
育
連
盟

理
事
長　

工　

藤　

壽　

和

　
　

会　

員　

各　

位

定
時
社
員
総
会
開
催
通
知

１
.
協
議
事
項

⑴
令
和
４
年
度
決
算
報
告

　

数
値
説
明
、
監
査
所
見

の
後
、
承
認

⑵
令
和
４
年
度
「
た
の
し

い
そ
ろ
ば
ん
」
利
用
状
況

に
つ
い
て

　

児
童
用
２
５
０
,９
４

０
部　

教
師
用
１
３
,９

５
０
部
︵
前
年
比
、
児
童

用
２
４
,８

７
０
部
減
、

教
師
用
１
,

９
７
０
部

減
︶

⑶
令
和
４
年

度
小
学
校
に

お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
授

業
実
施
校
数

調
査
報
告
に

つ
い
て

　

１
,５
９

４
校
︵
昨
年

比
、
３
８
７

校
増
︶

⑷
令
和
５
年
度
の
活
動
方

針
と
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
を
説
明
後
、
一
部

修
正
の
う
え
承
認

⑸
令
和
５
年
度
事
業
に
つ

い
て

ア
.「
小
学
校
の
そ
ろ
ば

ん
学
習
」
ｖ
ｏ
ｌ
.12
の

編
集
状
況
に
つ
い
て

　

原
案
に
つ
い
て
説
明

イ
.「
は
じ
め
て
の
そ
ろ

ば
ん
」︵
小
学
２
年
仕
様
︶

新
動
画
の
制
作
に
つ
い
て

　

原
案
に
つ
い
て
説
明

ウ
.
小
学
３
・
４
年
動
画

の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

委
員
長
よ
り
説
明

エ
.
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て

　

委
員
長
よ
り
説
明

２
.
報
告
事
項

⑴
教
科
書
会
社
担
当
者
と

の
懇
談
会
に
つ
い
て

　

５
月
12
日
︵
金
︶
に
実

施⑵
各
団
体
の
活
動
状
況
に

つ
い
て

　

各
団
体
よ
り
報
告

⑶
次
回
代
表
者
会
議
の
日

程
・
会
場
に
つ
い
て

11
月
12
日
︵
日
︶
東
京

に
て
開
催
予
定

令和４年度
本支部連絡協議会

開催される

　

５
月
13
日
、
全
国
珠
算
教
育
団
体
連
合
会
（
珠
算
連
合
）
令
和
５
年
度
第
１
回

代
表
者
会
議
が
東
京
都
「
エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
、
珠
算
三
団
体
の

役
員
等
が
出
席
し
た
。
主
な
協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

珠算連合代表者会議開催
「令和４年度決算報告・事業報告について」等協議

　

私
の
教
室
に
全
珠
連
の
生
み
の
親
と
も

い
え
る
故
荒
木
勲
先
生
の
「
自
主
独
立
」

の
色
紙
が
掲
げ
て
あ
る
。

　

連
盟
は
本
年
９
月
に
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
が
、
現
状
の
珠
算
界
を
取
り
巻
く
状

況
は
別
に
し
て
、「
自
主
独
立
」
の
理
念

で
あ
る
「
珠
算
は
珠
算
人
の
手
で
」
と
い

う
所
期
の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
い
う
思

い
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
も
す
で
に
３

年
半
、
連
盟
も
新
た
な
「
自
主
独
立
」
の

新
機
軸
︵
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
︶
を
探
る
と

き
を
迎
え
た
と
感
じ
る
。

　

連
盟
事
業
も
急
速
な
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が

進
み
、
令
和
３
年
度
の
全
国
珠
算
研
究
集

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
講
習
会

も
本
部
支
部
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
主

流
に
な
り
始
め
た
感
が
あ
る
。
正
副
理
事

長
会
・
理
事
会
等
の
諸
会
議
も
同
様
で
あ

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
副
産
物
と
も

い
え
る
が
、
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
移

動
が
な
い
こ
と
か
ら
の
安
全
性
、
経
費
節

減
、
そ
し
て
何
よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能

と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

珠
算
教
場
の
現
状
に
目
を
向
け
る
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指
導
も
始
ま
り
つ
つ

あ
る
が
、
私
自
身
指
導
者
と
生
徒
、
人
と

人
と
の
触
れ
合
い
が
あ
っ
て
こ
そ
教
育
と

の
思
い
が
指
導
方
針
の
根
底
に
あ
り
、
珠

算
教
場
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
指
導
者

と
児
童
と
の
対
面
式
を
堅
持
し
て
き
た
。

　

一
方
、
学
校
教
育
を
み
れ
ば
２
０
１
９

年
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
ス

タ
ー
ト
し
、
全
国
の
小
・
中
学
校
で
一
人

に
一
台
の
端
末
を
導
入
、
２
０
２
４
年
度

か
ら
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
本
格
導
入
し
、

地
域
格
差
を
な
く
し
、
子
供
た
ち
の
個
性

や
創
造
性
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び
を

支
援
す
る
こ
と
が
、
文
部
科
学
省
よ
り
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　

私
ど
も
の
地
方
で
も
小
・
中
学
生
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
配
付
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
何

の
抵
抗
も
な
く
、
ま
る
で
体
の
一
部
の
よ

う
に
自
在
に
こ
な
し
て
い
る
の
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
る
。

　

猛
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
り
ゆ
く
制
度
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、
支
部
に
お
い

て
は
受
験
者
数
や
会
員
数
の
状
況
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
価
値
観
や
対
応
力
に
違
い

が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。

　

ま
た
、
人
材
不
足
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、役
員
に
対
す
る
考
え
も
然
り
で
あ
る
。

珠
算
塾
隆
盛
時
代
の
先
人
た
ち
は
、
自
分

た
ち
が
珠
算
界
の
支
え
と
な
ら
な
け
れ

ば
、
と
の
思
い
と
余
裕
が
あ
っ
た
。
厳
し

さ
を
増
す
中
で
の
塾
経
営
を
強
い
ら
れ
る

今
は
、
ま
ず
自
教
場
の
充
実
を
優
先
し
て

考
え
る
。
ど
ち
ら
も
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。

　

苦
悩
は
本
部
・
支
部
と
て
同
様
、
高
齢

化
・
会
員
数
減
に
も
容
赦
な
く
、
好
む
と

好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
、
時
の
流
れ
が
大

き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
新
時
代
へ
の
「
自

主
独
立
」
を
促
し
て
い
る
。
そ
の
新
機
軸

を
変
わ
り
ゆ
く
時
代
に
沿
っ
て
、
無
理
な

く
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
か
、

役
員
諸
氏
の
み
な
ら
ず
、
連
盟
会
員
一
人

ひ
と
り
の
知
恵
が
試
さ
れ
る
と
き
を
迎
え

て
い
る
。　
　
　
︵
工
藤
壽
和
執
筆
委
員
︶

﹁
自
主
独
立
﹂
の
新
機
軸

︵
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
︶
を
探
る
と
き

本
部
事
業
予
定

７
月
23
日　

第
416
回
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

全
国
一
斉

８
月
５
日　

監
事
会
・
監
事
連
絡
会　

京　
　

都

８
月
８
日　

そ
ろ
ば
ん
の
日

　
　
　
　
　

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

京　
　

都

８
月
９
日　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

京　
　

都

８
月
27
日　

珠
算
検
定
試
験
︵
４
~
準
６
級
︶

全
国
一
斉
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珠
算
七
段
　
暗
算
九
段

北
海
道
大
学

医
学
部

合合
格格

澤
田　

茉
奈

（
道
　
北
）

珠
算
八
段
　
暗
算
九
段

早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部

合合
格格

関
口　

明
輝

（
新
潟
県
）

珠
算
八
段
　
暗
算
九
段

立
命
館
大
学

理
工
学
部

合合
格格

榎　
　

菜
花

（
大
阪
府
）

１
.
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

海
外
の
方
と
交
流
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
.
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
ま
ず
珠
算
の
練
習
を
し
て
、
そ
の
後
に

勉
強
す
る
、
と
い
う
ふ
う
に
順
番
を
決
め
て
習
慣
化
し
て
い
ま

し
た
。

３
.
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
珠
算
に
関
し
て

の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
を
通
し
て
集
中
力
が
鍛
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
継
続

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
こ
と
で
す
。
今
後
も
自
分

の
趣
味
と
し
て
珠
算
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

４
.
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

成
績
が
上
が
ら
ず
辛
い
と
思
う
と
き
も
諦
め
ず
に
続
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
，
そ
れ
が
自
信
に
な
り
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

５
.
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

私
は
マ
イ
ペ
ー
ス
な
性
格
な
の
で
、
高
校
３
年
生
に
な
り
周

り
の
同
級
生
が
受
験
勉
強
に
本
腰
を
入
れ
て
い
く
中
で
も
、
秋

ま
で
頑
固
に
検
定
試
験
を
受
け
続
け
て
い
ま
し
た
。
や
り
た
い

こ
と
を
貫
い
た
有
意
義
な
経
験
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

佐
久
間　

陽
子　

氏

　

中
学
生
の
頃
は
、
テ
ニ
ス
部
の
活
動
を
し
な
が
ら
真
面
目
に
通
塾

し
て
い
ま
し
た
。
高
校
受
験
の
数
か
月
前
に
休
塾
し
入
学
後
は
再
び

塾
に
戻
り
、
し
っ
か
り
集
中
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
が
ん
ば
り
屋
の
茉
奈
さ
ん
で
す
か
ら
、
今
後
は
自
分

の
夢
を
必
ず
叶
え
て
い
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

１
.
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

受
験
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
勉
強
が
で
き
る
の
で
、

自
由
に
楽
し
く
勉
強
し
て
い
き
た
い
し
、
時
間
の
使
い
方
を
う

ま
く
し
て
、
珠
算
の
た
め
の
時
間
を
つ
く
り
た
い
。

２
.
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

珠
算
は
、
勉
学
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
の
で
、

テ
ス
ト
前
も
基
本
的
に
は
教
室
に
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
部

活
と
珠
算
の
両
立
は
、
時
間
の
兼
ね
合
い
が
難
し
か
っ
た
。

３
.
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
珠
算
に
関
し
て

の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

数
学
や
化
学
で
計
算
問
題
が
出
て
き
た
と
き
に
、
計
算
に
あ

ま
り
時
間
を
使
わ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
。

　

い
ず
れ
は
、
珠
算
も
暗
算
も
十
段
を
取
得
し
た
い
。

４
.
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

珠
算
は
極
め
れ
ば
、
受
験
の
と
き
な
ど
で
大
き
な
武
器
に
な

る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
極
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
は
珠
算
を
楽
し
む
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

５
.
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

私
は
、
イ
ン
ド
ア
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
何
か
一
つ
の
こ

と
を
黙
々
と
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
好
き
な
タ
イ
プ
で
す
。
そ

し
て
、
珠
算
が
大
好
き
で
、
特
技
の
欄
に
は
計
算
と
書
く
こ
と

が
多
い
で
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

塚
本　

行
雄　

氏

　

榎
さ
ん
は
向
上
心
が
あ
り
、
勉
強
も
珠
算
も
マ
イ
ペ
ー
ス
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
素
質
が
あ
り
、
ダ
ブ
ル
十
段
合
格
は
充
分
可
能
な
の

で
、
ぜ
ひ
達
成
し
て
も
ら
い
た
い
。

１
.
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

自
分
の
視
野
を
学
び
を
通
し
て
広
げ
る
こ
と
で
す
。
特
に
子

供
の
権
利
・
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

２
.
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

珠
算
と
勉
学
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

好
き
な
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
相
互
に
よ

い
刺
激
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
特
筆
す
る
な
ら
ば
、
筆
算

に
慣
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

３
.
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
珠
算
に
関
し
て

の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

計
算
力
だ
け
で
は
な
く
、
粘
り
強
さ
や
成
功
へ
の
プ
ロ
セ
ス
、

自
信
な
ど
、
勉
学
の
基
礎
を
小
さ
い
頃
か
ら
珠
算
で
経
験
で
き

ま
し
た
。
珠
算
の
こ
う
し
た
よ
さ
も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

４
.
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

今
の
経
験
、
悔
し
さ
、
成
功
体
験
。
全
て
が
将
来
の
自
分
の

武
器
に
な
る
！

５
.
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
今
日
よ
り
も
若
い
日
は
こ
な
い
」。
今
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
に
し
て
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
つ
か
み

と
っ
て
い
く
。
明
日
、
明
後
日
が
今
日
よ
り
も
成
長
し
た
と
い

う
意
味
で
「
若
い
日
は
こ
な
い
」
と
言
え
る
よ
う
に
す
る
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

羽
鳥　

達
人　

氏

　

そ
ろ
ば
ん
・
勉
強
・
陸
上
・
生
徒
会
、
そ
の
他
全
て
全
力
投
球
。

　

こ
れ
か
ら
先
が
楽
し
み
。（
応
援
し
て
い
る
ぞ
）

返
れ
ば
、
平
成
13
年
７
月

検
定
よ
り
応
用
計
算
の
内

容
が
変
わ
っ
た
と
き
に

「
や
っ
と
少
し
み
ん
な
に

理
解
で
き
る
よ
う
に
近
づ

い
て
き
た
か
な
あ
、
小
中

学
校
の
算
数
や
数
学
の
問

題
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
望
む
よ
」
と
言
っ

て
い
た
父
。
変
わ
っ
て
い

く
の
を
見
届
け
た
か
の
よ

う
に
平
成
13
年
10
月
に
他

界
し
ま
し
た
。

　

父
は
、
あ
ま
り
人
と
の

関
わ
り
を
持
た
ず
、
常
に

　

昨
年
７
月
の
第
４
１
０

回
検
定
試
験
よ
り
応
用
計

算
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し

た
。
私
の
中
で
「
お
父
さ

ん
の
望
ん
で
い
た
応
用
計

算
の
内
容
に
な
り
ま
し
た

か
？
」
と
問
い
か
け
ま
し

た
。

　

常
に
「
応
用
計
算
は
必

要
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
い

た
父
。「
今
の
応
用
計
算

は
商
業
高
校
以
上
の
レ
ベ

ル
の
問
題
や
専
門
用
語
も

多
く
、
小
中
学
生
や
一
般

の
受
験
生
は
チ
ン
プ
ン
カ

ン
プ
ン
だ
よ
」
と
。
振
り

マ
イ
ペ
ー
ス
で
し
た
。
本

が
大
好
き
で
常
に
い
ろ
ん

な
知
識
は
読
書
。
週
刊
誌

か
ら
専
門
書
、
哲
学
書
ま

で
、
私
は
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
字
が
あ
る
と
父
に
聞

け
ば
何
で
も
答
え
て
く
れ

る
の
で
、
あ
ま
り
辞
書
で

調
べ
よ
う
な
ど
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
私
の
大
事
な
そ

ろ
ば
ん
に
位
取
り
の
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
カ
ー
ソ
ル
を

付
け
て
、
生
徒
に
も
使
わ

せ
て
い
ま
し
た
。「
１
０

０
歳
現
役
、
１
０
０
歳
全

珠
連
会
員
」
だ
と
言
い
、

教
室
に
入
り
子
供
た
ち
と

私
を
見
守
り
﹃
か
が
ん
で

子
供
の
目
線
で
﹄﹃
話
を

し
よ
う
﹄
と
常
に
言
っ
て

い
た
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。父
の
座
右
の
銘
は
、

﹃
臨
機
応
変
﹄﹃
融
通
無
礙
﹄

で
し
た
。

　

今
年
は
父
の
23
回
忌
。

時
を
経
て
、
時
代
と
と
も

に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
私
た
ち
。
で
も
「
困
っ

た
こ
と
が
き
た
ら
、
頭
を

引
っ
込
め
て
通
り
過
ぎ
る

の
を
見
て
か
ら
考
え
よ

う
」
と
い
う
父
の
言
葉
。

私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。

父
と
の
想
い
で

静
岡
県　

荒
木
田　

富
枝

日本そろばん資料館ホームページ開設
　

日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て
の
珠
算
教
育

資
料
を
展
示
し
、
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
を
伝

え
る
「
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
、４
月
27
日
に
開
設
さ
れ
た
。

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
ろ
ば
ん
の
歴

史
を
ま
と
め
た
年
表
の
掲
載
や
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
告
知
の
ほ
か
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム・n
o
t
e

を
活
用
し
て
、
珍
し

い
古
そ
ろ
ば
ん
な
ど

所
蔵
資
料
の
紹
介
や

珠
算
に
関
連
し
た
論

文
・
コ
ラ
ム
を
掲
載

す
る
な
ど
、
珠
算
及

び
珠
算
教
育
に
つ
い

て
の
情
報
を
随
時
発

信
す
る
。

日本そろばん資料館（東京都台東区）

https://www.soroban.or.jp/museum/
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最
初
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

授
業
の
依
頼
を
受
け
て
か

ら
13
年
に
な
る
。
近
年
は

学
年
末
に
３
・
４
年
生
各

２
ク
ラ
ス
と
「
学
び
︵
個

人
指
導
専
門
︶」
ク
ラ
ス

の
全
５
ク
ラ
ス
を
各
２
時

間
授
業
で
と
い
う
依
頼
を

受
け
て
い
る
。

　

た
っ
た
２
限
の
授
業
で

初
歩
を
全
て
指
導
す
る
の

は
そ
も
そ
も
無
理
、
詰
め

　

今
年
度
、
大
阪
府
の
小

学
校
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
依
頼
は
１
１
５
校
。

ピ
ー
ク
時
の
平
成
25
年
か

ら
約
半
数
に
減
っ
て
き
て

は
い
る
も
の
の
、
市
街
地

に
お
い
て
は
大
型
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
で
生
徒
数
が

増
加
。
全
珠
連
が
大
阪
市

内
だ
け
で
も
30
校
を
担
当

す
る
と
い
う
状
況
で
、
市

内
で
の
比
重
は
増
し
て
い

ま
す
。

　

７
校
で
34
時
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
、生
徒
た
ち
に「
そ

ろ
ば
ん
は
楽
し
い
な
！
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
３
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
影
響
な
の
か
、

学
校
に
よ
っ

て
は
全
く
そ

ろ
ば
ん
に
触

ろ
う
と
も
し

な
い
生
徒
も

多
々
見
受
け

ら
れ
、
大
変

や
り
に
く
い

と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん

な
と
き
は
読

上
算
を
中
心

に
組
み
立

込
も
う
と
す
れ
ば
子
供
た

ち
に
は
珠
算
の
魅
力
ど
こ

ろ
か
退
屈
で
面
白
み
の
な

い
授
業
に
な
っ
て
し
ま

う
。
私
の
場
合
は
、
１
日

目
は
添
入
排
開
の
流
れ
か

ら
10
の
合
成
分
解
ま
で
、

２
日
目
は
５
の
合
成
分
解

ま
で
で
基
本
的
に
テ
キ
ス

ト
も
使
用
し
な
い
。

　

指
導
方
法
は
、
①
ま
ず

教
壇
で
基
本
運
珠
を
見
せ

る
②
一
人
ひ
と
り
の
後
ろ

で
運
珠
を
言
い
な
が
ら
算

盤
上
で
一
緒
に
指
を
動
か

す
︵
他
の
子
は
担
任
の
先

生
が
弾
く
教
壇
の
大
そ
ろ

ば
ん
を
お
手
本
に
弾
く
︶

③
そ
の
子
が
答
え
を
言
っ

て
正
解
し
た
ら
み
ん
な
で

大
拍
手
！
④
「
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
人
は
？
」
と

聞
く
と「
ハ
イ
！
ハ
イ
！
」

と
挙
手
し
て
く
れ
る
⑤
そ

の
子
の
後
ろ
に
回
っ
て
繰

り
返
す
。
言
っ
て
し
ま
え

ば
、
昔
な
が
ら
の
「
そ
ろ

ば
ん
授
業
」
で
あ
る
。
こ

の
指
導
法
に
切
り
替
え
て

か
ら
、
子
供
た
ち
が
非
常

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

時
間
に
も
多
少
余
裕
が
で

き
る
の
で
、

そ
ろ
ば
ん
で

で
き
る
面
白

い
計
算
な
ど

を
組
み
込
ん

で
さ
ら
に
興

味
を
引
き
つ

つ
、
み
ん
な

で
一
緒
に
弾

く
楽
し
い
授

業
に
な
る
よ

う
心
が
け
て

い
る
。

　

印
象
の
強
い
授
業
を
す

る
と
４
年
生
に
な
っ
て
も

想
像
以
上
に
運
珠
を
記
憶

し
て
い
る
の
で
再
導
入
し

や
す
い
。
今
年
の
最
終
日

は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め

数
人
の
先
生
が
観
に
来
ら

れ
、
緊
張
し
つ
つ
先
生
方

も
巻
き
込
ん
だ
楽
し
い
授

業
と
な
っ
た
。

　

他
校
に
異
動
さ
れ
た
先

生
か
ら
「
わ
が
校
で
も
」

と
依
頼
が
来
る
、
あ
り
が

た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
で
き
る
限
り
珠
算

の
楽
し
さ
を
繋
い
で
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
で
は
、
今
年
度

も
５
５
４
校
と
多
く
の
小

学
校
か
ら
出
講
依
頼
が

あ
っ
た
。

　

私
も
約
30
校
の
小
学
校

へ
出
講
し
そ
ろ
ば
ん
授
業

を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の

中
で
毎
回
心
が
け
て
い
る

点
が
２
つ
あ
る
。
１
つ
目

は
、「
２
日
間
で
﹃
そ
ろ

ば
ん
﹄
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
」
こ
と
。

　

授
業
の
冒
頭
、
話
を
す

る
の
は
﹃
そ

ろ
ば
ん
の
歴

史
﹄
に
つ
い

て
。な
ぜ﹃
そ

ろ
ば
ん
﹄
が

で
き
、
現
代

に
残
っ
て
い

る
の
か
を
少

し
誇
張
し
な

が
ら
コ
ミ
カ

ル
に
説
明
す

る
。
笑
い
も

交
え
な
が
ら

わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
で
興
味

を
持
た
せ
る
こ
と
が
で

き
、
児
童
に﹃
そ
ろ
ば
ん
﹄

へ
の
関
心
が
芽
生
え
る
。

　

２
つ
目
は
、「
小
学
校

の
先
生
方
に
も
わ
か
り
や

す
い
授
業
」
で
あ
る
。
与

え
ら
れ
た
２
日
間
で
児
童

が
理
解
し
や
す
い
よ
う
指

導
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
同
時
に
、
先
生
方
に

も
指
導
方
法
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
学
校
の
先
生

方
が
同
じ
よ
う
に
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
る
。

　

近
年
、
東
京
都
で
は
出

講
で
き
る
先
生
が
年
々
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
、
遠
方
で
も
指
導

が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
﹃
小
学
校
そ
ろ
ば
ん
授

業
﹄
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、活
動
し
て
い
き
た
い
。

等
の
声
が
挙
が
り
、
児
童

た
ち
の
そ
ろ
ば
ん
に
対
す

る
興
味
を
増
大
さ
せ
て
い

る
。

の
登
用
を
図
り
、"
そ
ろ
ば

ん
が
持
つ
計
算
の
楽
し
さ
"

を
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
子

供
た
ち
に
届
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
！
」
と
元
気
な
声
で
返

事
。
そ
の
と
き
に
は
、
小

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

と
し
て
来
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く

先
生
方
の
年
齢
が
上
が
っ

て
い
く
中
、
継
続
し
て
い

く
の
も
厳
し
く
な
り
ま
す

が
、
今
後
は
若
い
先
生
方

き
、
地
区
毎
の
ボ
ラ
ン
テ

　

沖
縄
県
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
昨
年
７
月
か
ら
本
年

３
月
ま
で
に
92
校
の
小
学

校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
そ

ろ
ば
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授

業
を
実
施
し
た
。
例
年
、

小
学
校
側
よ
り
窓
口
で
あ

る
当
支
部
に
依
頼
書
が
届

て
、
生
徒
の
意
識
を
こ
ち

ら
に
向
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

担
任
の
先
生
が
「
そ
ろ

ば
ん
楽
し
か
っ
た
人
」
と

問
い
か
け
る
と
、「
は

ィ
ア
委
員
よ
り
会
員
へ
要

請
、
そ
の
会

員
が
学
校
側

と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
最

終
調
整
を
行

い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
授
業

へ
向
か
う
。

授
業
は
主
に

副
教
材
「
た

の
し
い
そ
ろ

ば
ん
」
を
使

い
指
導
す
る

会
員
も
い
れ
ば
、
ベ
テ
ラ

ン
な
ら
で
は
の
流
暢
な
語

り
口
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材

を
使
用
す
る
会
員
も
い

る
。

　

授
業
は
基
本
２
時
間

で
、
そ
ろ
ば
ん
の
歴
史
に

始
ま
り
、
そ
ろ
ば
ん
の
名

称
、
数
の
読
み
方
、
玉
の

入
れ
方
を
指
導
し
、
添
入

排
開
ま
で
で
１
時
間
目
が

終
了
。
２
時
間
目
は
５
の

合
成
分
解
に
と
ど
ま
ら

ず
、
10
の
合
成
分
解
ま
で

進
め
、
４
年
生
に
は
小
数

の
計
算
や
時
刻
の
計
算
も

行
う
。

　

授
業
後
に
は
「
そ
ろ
ば

ん
で
の
計
算
が
わ
か
っ

た
」「
そ
ろ
ば
ん
楽
し
い
」

　

世
界
珠
算
心
算
連
合
会

︵
世
珠
連
・
刘
建
華
会
長

中
国
・
北
京
市
︶
第
７

回
第
５
期
常
務
理
事
会
が

３
月
28
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
中
国
・
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、

各
国
・
地
域
よ
り
常
務
理

事
が
出
席
し
、
全
珠
連
か

ら
は
工
藤
理
事
長
と
岡
久

副
理
事
長
が
出
席
し
た
。

刘
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

２
０
２
４
年
度
活
動
計
画

の
件
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
珠
算
団

体
新
入
会
の
件
等
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
が
持
た
れ

た
。

　

活
動
計
画
に
つ
い
て

は
、
第
８
回
世
界
珠
算
暗

算
競
技
大
会
開
催
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
予

定
さ
れ
て
い
た
大
会
を
本

年
７
月
に
実
施
す
る
意
向

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　

大
会
は
７
月
下
旬
、
中

国
・
北
京
市
に
お
い
て
対

面
参
加
型
で
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
も
の
の
、
各

国
・
地
域
か
ら
選
手
の
参

加
状
況
が
芳
し
く
な
い
場

合
、
対
面
参
加
型
と
オ
ン

ラ
イ
ン
と
の
併
用
を
検
討

す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見

交
換
と
協
議
が
行
わ
れ

た
。

　

な
お
、
世
界
大
会
に
合

わ
せ
て
、
同
連
合
会
の
役

員
改
選
が
行
わ
れ
る
。
ま

た
、
加
盟
団
体
よ
り
発
表

者
を
募
っ
て「
中
国
算
盤
」

世
界
文
化
遺
産
認
定
７
周

年
記
念
の
研
究
発
表
会
が

企
画
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

︱
各
地
で
実
施
︱

　

そ
ろ
ば
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

小
島　

章
夫

新
潟
県

上
村　
　

亘

大
阪
府

扇
谷　

直
樹

東
京
都

安
城　

安
紀

沖
縄
県

第
７
回
第
５
期
世
珠
連
常
務
理
事
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

第
８
回
世
界
珠
算
暗
算
競
技
大
会
実
施
等
に
つ
い
て
協
議

おすすめ図書の紹介
和算の歴史が図入りでわかりやすく説明されて
いて、教室でも活用できる内容です！

ナツメ社こどもブックス
考える力が身につく！好きになる
算数なるほど大図鑑　第２版
桜井 進＝監修 サイズ・頁数 B５変型判・352頁

価格（税込） ３,300円
発行日 2023.３.16

みんなで一緒に弾く楽しい授業

笑いを交えながらわかりやすく説明

大きな桁数の計算にも挑戦

“そろばんが持つ計算の楽しさ” をアピール
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４
月
16
日
、
前
日
か
ら

の
雨
も
す
っ
か
り
上
が
っ

た
松
本
市
駅
前
会
館
に
お

い
て
、「
長
野
県
珠
算
競

技
大
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
カ
ッ

プ
2
0
2
3
」
が
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
ま
で
の
３
年

間
は
、
大
会
タ
イ
ト
ル
に

は
「
通
信
」
と
入
っ
て
い

た
が
、
今
年
は
こ
の
会
場

に
県
内
各
地
か
ら
約
50
名

の
選
手
た
ち
が
集
ま
り
、

緊
迫
し
た
雰

囲
気
の
中
、

熱
戦
が
展
開

さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会

の
出
場
資
格

は
新
小
学
３

年
生
ま
で
と

な
っ
て
お

り
、
低
学
年

で
も
珠
算
競

技
大
会
に
出

場
で
き
る
機

会
を
作
り
、

こ
れ
か
ら
も

検
定
試
験
同
様
、
目
標
を

持
ち
珠
算
学
習
を
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

　

４
月
16
日
、
愛
知
県
支

部
会
館
に
お
い
て
講
師

に
奈
良
県
か
ら
島
岡
成
紀

先
生
を
お
招
き
し
、
珠
算

指
導
者
講
習
会
を
開
催
し

た
。
島
岡
先
生
に
は
19
年

前
に
も
講
師
と
し
て
お
越

し
い
た
だ
い
て
お
り
、
支

部
と
し
て
は
２
度
目
の
講

習
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は

会
員
、
会
員
外
合
わ
せ
て

55
名
と
な
り
満
員
の
会
場

と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
久
し
ぶ
り
に
遠

方
よ
り
講
師
を
お
招
き
し

た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者

も
興
味
深
く
講
師
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
先
生

の
柔
ら
か
い
し
ゃ
べ
り
口

調
か
ら
お
人
柄
を
感
じ
、

と
き
ど
き
発
せ
ら
れ
る
関

西
弁
も
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
講
義
に
集
中
す
る
こ
と

る
。

　

全
出
場
選
手
の
中
で
最

高
得
点
者
に
授
与
さ
れ
る

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
カ
ッ
プ
」

は
３
名
の
同
点
決
勝
と
な

り
、
僅
差
で
長
野
市
の
小

学
３
年
生
、
下
川
幸
能
君

が
見
事
に
勝
ち
取
っ
た
。

が
で
き
た
。
先
生
の
言
葉

か
ら
は
珠
算
が
好
き
、
そ

ろ
ば
ん
塾
経
営
が
楽
し
い

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
児
童
が
出
場

で
き
る
大
会
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

と
い
う
こ
と
が
ヒ
シ
ヒ
シ

と
伝
わ
り
、
こ
ち
ら
も
心

を
動
か
さ
れ
今
後
の
珠
算

指
導
、
塾
経

営
に
対
し
背

中
を
押
し
て

も
ら
っ
て
い

る
よ
う
に
感

じ
た
。
こ
の

講
習
会
を
通

し
て
そ
ろ
ば

ん
の
よ
さ
を

再
認
識
す
る

こ
と
が
で

き
、
大
変
有

意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

珠
の
た
よ
り

“
地
域
発
”
そ
ろ
ば
ん
ニ
ュ
ー
ス

長

野

長

野

　

４
月
16
日
、
千
葉
市
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
珠

算
指
導
者
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
員
21
名
、

会
員
外
８
名
の
参
加
で

し
た
。
講
師
に
「
子
供
の

学
習
意
欲
を
引
き
出
し
、

基
礎
学
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
こ
と
」「
子
供
を
支

え
る
親
の
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
」
を
専
門
に
、

講
演
経
験
も
豊
富
な
会

員
の
池
田
彰
子
先
生
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

子
供
と
の
向
き
合
い

方
、
な
ぜ
取
り
組
ま
な

い
の
か
？
子
供
の
行
動

に
は
「
目
的
」
と
「
相

手
役
」
が
あ
る
こ
と
、

「
困
っ
た
子
」
は
「
困
っ

て
い
る
子
」で
あ
る
こ
と
、

「
ほ
め
る
」
と
「
勇
気
づ

け
る
」は
違
う
こ
と
、親
の

サ
ポ
ー
ト
な
し
に
教
育
は

成
り
立
た
な
い
こ
と
な
ど

を
学
び
、
受
講
者
の
共
感

を
得
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
早
速
、
明
日
か
ら

の
授
業
に
取
り
組
み
ま
す

と
の
声
も
聞
か
れ
、
機
会

が
あ
れ
ば
、
ま
た
開
催
し

て
ほ
し
い
、
も
っ
と
知
り

た
い
と
の
要
望
も
あ
り
、

勇
気
と
や
る
気
を
い
た
だ

け
た
講
習

会
と
な
り

ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー

に
よ
る
講

習
と
、
講

師
の
先
生

の
問
い
か

け
、
応
答

等
、
対
話

を
通
し
て

有
意
義
な

２
時
間
で

し
た
。

千

葉

千

葉

愛

知

愛

知

長野県珠算競技大会
フレッシュカップ
２０２３

珠
算
指
導
者
講
習
会

私
と
そ
ろ
ば
ん　

～
変
わ
る
も
の 

変
わ
ら
な
い
も
の
～

〈演題〉

珠算指導者講習会
〈演題〉
「子供を理解する（発達と心理）」
「親をサポートする教室・楽な生徒募集」

全珠連検定試験
十 段 位 合 格 者

第414回
（令和5年３月19日実施）敬称略

〈 珠　算　11名 〉

中２
（14）

青
森
県

下し
も

田だ　

結ゆ

月づ
き

大２
（20）

石
川
県

紺こ
ん
た
に谷　

亮り
ょ
う

太た

大２
（20）

長
崎
県

藏く
ら
も
と本　

結ゆ

愛め

中２
（14）

栃
木
県

小お

川が
わ　

千ち

博ひ
ろ

中１
（13）

愛
知
県

荒あ
ら
か
わ川

菜な

な々

子こ

小２
（8）

沖
縄
県

石い
し
づ
か塚　

楓ふ
う

哉や

小６
（12）

埼
玉
県

中な
か
じ
ょ
う條　

琉る

偉い

小５
（11）

広
島
県

中な
か
が
わ川　

航こ
う

希き

小６
（12）

埼
玉
県

小お

野の　

雅ま
さ

貴き

中２
（14）

広
島
県

向む
か

井い　

嘉か

音の
ん

小４
（10）

道
央宮み

谷や

内う
ち　

啓ひ
ろ

中３
（15）

群
馬
県

髙た
か
は
し橋　

昌ま
さ

子こ

中２
（14）

東
京
都

矢や

島じ
ま　

陽ひ

向な
た

小４
（10）

愛
知
県

山や
ま
も
と本　

新あ
ら

太た

中２
（14）

三
重
県

小お

川が
わ

み
ず
ほ

小５
（11）

青
森
県

出で

川が
わ　

　

桜さ
く
ら

小４
（10）

千
葉
県

樫か
し

原は
ら　

陸り
く

翔と

小６
（12）

東
京
都

藤ふ
じ
も
と本　

瑛え
い

太た

大２
（20）

愛
知
県

榊さ
か
き
や
ま山　

涼り
ょ
う

子こ

中１
（13）

広
島
県

石い
し
か
わ川

佳か

梨り

奈な

小５
（11）

道
央永な

が

井い　

優ゆ

衣い

中３
（15）

宮
城
県

三み

浦う
ら　

颯そ
う

馬ま

小６
（12）

東
京
都

葛く
ず
お
か岡　

知ち

桜さ

中１
（13）

神
奈
川
県

伊い

藤と
う　
　

凛り
ん

小５
（11）

愛
知
県

鈴す
ず

木き　

律り
つ

城き

小５
（11）

香
川
県

谷た
に
も
と本　

義よ
し

弥や

中３
（15）

道
央太お

お

田た

虹に
じ

乃の

介す
け

小４
（10）

青
森
県

藤ふ
じ

尾お　

未み

来く

中３
（15）

東
京
都

渋し
ぶ

谷や

あ
り
す

（28）

東
京
都

杉す
ぎ

田た　

芳よ
し

樹き

〈 暗　算　22名 〉

全珠連ホームページで
合格者の声を掲載中
そろばんのチカラ

東
京
都

佐さ

藤と
う　
　

紗す
ず

小４
（10）

埼
玉
県

渡わ
た
り　

く
る
み
小６

（12）

４年ぶりに県内各地から選手が集う

そろばんのよさを再認識

子供との向き合い方を学ぶ

小２
（８歳４ヶ月）

愛
知
県

青あ
お

木き　

瑛え
い

斗と

最
年
少
合
格



第 660 号（第三種郵便物認可）全 国 珠 算 新 聞令和 ５ 年 ７ 月 １ 日（土曜日） （ ６ ）

※本頁は教場等でご活用ください。

答えは連盟HPの「新着情報（ニュース）」
を見てね！（7月中旬公開予定）

そろばんのチカラ 検　索

19回目のテーマは
『雷さま』
まちがいが10コあるよ！

　

小
学
校
へ
行
く
こ
と
は

楽
し
い
で
す
ね
。
保
護
者

に
聞
い
て
み
る
と
、
き
っ

と
答
え
ま
す
「
も
う
一
度

小
学
校
へ
行
き
た
い
よ
」

と
。

　

小
学
校
は
い
つ
か
ら
あ

り
、
行
く
こ
と
は
誰
が
決

め
た
の
で
し
ょ
う
。

　

人
間
は
お
母
さ
ん
の
お

腹
の
中
で
育
て
ら
れ
、
生

ま
れ
て
か
ら
も
身
体
が
成

長
し
ま
す
。
脳
の
力
も
運

動
す
る
こ
と
も
優
し
い
心

も
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
の
が

６
・
７
歳
頃
か
ら
で
す
。

時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
脳

の
発
達
の
こ
と
を
考
え
て

も
、
そ
の
時
期
に
勉
強
を

始
め
る
こ
と
が
一
番
よ
い

の
で
す
。
公
家
︵
貴
族
︶、

僧
侶
、
武
士

な
ど
が
学
ぶ

と
こ
ろ
は
以

前
か
ら
あ
り

ま
し
た
が
、

世
の
中
が
平
和
に
な
っ
た

江
戸
時
代
の
後
半
頃
に
な

る
と
、
庶
民
の
子
供
た
ち

が
勉
強
す
る
と
こ
ろ
と
し

て
、
全
国
各
地
に
「
寺
子

屋
」
が
で
き
ま
し
た
。
明

治
時
代
の
初
め
頃
に
は
、

全
国
に
１
５
,０
０
０
ケ

所
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
寺
子
屋
で
、
子
供

た
ち
は
大
人
に
な
っ
て
か

ら
必
要
な
こ
と
や
大
切
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

れ
が
「
読
み
・
書
き
・
そ

ろ
ば
ん
」
で
す
。
文
字
が

書
け
な
い
人
、
読
め
な
い

人
で
も
計
算
は
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

文
字
は
誰
か
に
読
ん
で
も

ら
っ
た
り
、
書
い
て
も

ら
っ
た
り
で
き
ま
す
が
、

計
算
は
で
き
な
い
と
大
切

な
お
金
を
間
違
え
ら
れ
た

ら
困
り
ま
す
。

　

読
め
る
こ
と
、
書
け
る

こ
と
、
計
算
が
で
き
る
こ

と
の
３
つ
は
、
大
人
に

な
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
す

る
に
し
て
も
大
切
な
こ
と

で
し
た
。
寺
子
屋
の
先
生

に
は
、
お
坊

さ
ん
、
神
主

さ
ん
、
お
医

者
さ
ん
、
武

士
、
浪
人
な

ど
、
た
く
さ
ん
勉
強
を
し

た
人
た
ち
が
な
り
ま
し

た
。

　

そ
ろ
ば
ん
の
学
習
は
、

１
桁
で
割
る
計
算
︵「
八

算
」
は
っ
さ
ん
︶、
２
桁

で
割
る
計
算︵「
見
一
」
け

ん
い
ち
︶
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
割
り
算
の
答
え
が

出
た
ら
掛
け
算
を
し
て
、

元
の
数
に
な
る
か
ど
う
か

確
か
め
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
学
習
を
繰
り
返
し
練

習
し
ま
し
た
。
寺
子
屋
で

使
う
教
科
書
に
は
、
ま
ず

初
め
に
一
、
十
、
百
、
千
、

万
、
億
、
兆
⋮
が
載
っ
て

い
る
の
で
そ
れ
を
覚
え
ま

し
た
。
足
し
算
・
引
き
算

は
常
識
と
し
て
身
に
つ
い

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
開

平
・
開
立
の
計
算
な
ど
を

教
え
る
こ
と
の
で
き
る
先

生
は
ご
く
僅
か
で
し
た
。

︵
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

名
誉
学
芸
員　

谷
賢
治
︶

　

※
次
号
に
続
く

寺  

子  

屋

︱
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
︱

P
a
r
t
.１

そろばんシーンにも注目‼
人生逆転エンターテインメント映画

　このたび映画『大名倒産』が全国公開さ
れた。（監督・前田哲氏　原作・浅田次郎
氏）
　主人公の松平小四郎を演じるのは、今を
ときめく国民的俳優の神木隆之介氏！
　越後・丹生山（にぶやま）藩の鮭売り・
小四郎は、実は徳川家康の血を引く大名の
後継ぎということから、丹生山藩・一国の
殿様に！華麗なる転身と思っていたところ、
藩は現在の価値で100億円の借金を抱える
実状、再建のため仲間とともに知恵と工夫
で財政を立て直そうとする。そんな中、江
戸幕府より藩の倒産を疑われ大ピンチを迎
える。借金100億円を完済し、藩を救うこ
とができるのか…⁉
　劇中では藩の帳簿を精査するシーンでそ
ろばんが登場します。ぜひ劇場でご鑑賞く
ださい。珠算界で応援したい映画です。

©2023映画『大名倒産』製作委員会

公式サイト：movies.shochiku.co.jp/daimyo-tosan/
Twitter&Instagram：@daimyo_tosan

『大名倒産』6月23日より公開（金）

折り紙パズル
折り方の例、掲載しています！
連盟HP「新着情報」、Instagramにてさまざまな情
報を発信していますので、ぜひご覧ください！

公益社団法人 全国珠算教育連盟

　今回はドイツの珠算教育事情を紹介したい。

　情報技術が広く普及し、加速度的に進化したこの20年の間に「そろばん、珠算式暗算」と「珠

算学習により得られる教育効果」が広く知れ渡ることにより、珠算教育実施国も加速度的に増

加した。しかし、古くから文化的にも経済的にも先進国であった西欧諸国は、イギリスを除き

珠算教育は低調のままである。

　そのような状況の中、2018 年にドイツ西部のデュッセルドルフで活動されている“Watashi”というＮＰＯコミュニティの代表者からコンタクトがあったときは驚

きを隠せなかった。その団体は在独法人を対象にした生活支援団体で、その一環として珠算教育活動も実施されており、代表者と高校生が同年の国際珠算交流合宿（当基

金が主催する珠算合宿）にも参加された。

　そして、数回のやり取りを続けた後、代表者と音信不通になりコンタクトも取らなくなっていたが、あるとき偶然デュッセルドルフの珠算教室のホームページにたどり

着き、名称が変わっていたものの、所在地が先述の“Watashi”と同じであることがわかった。その教室はフランクフルトに分教場を設置し、ますます精力的に活動され

ているようである。
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